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点字印刷の仕組
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（東東ヘレンケラ ー協会、点字出版局）
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ともに自社製作の点字印刷機
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、＇、応字教科書などの

製作に大活躍の日本

ライトハウス製印刷

機。プ レスを自動的

に 2度くり返して印

刷を確実にする。
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（日本点字図苫館）
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



編 集 後 記

視箕即害者の読書権とコミニニケー ショ ノ`の拡大がさけばれ、近年、力七ットテー

プの利用が極度にたかまってきたのは、，波による こばしいことであります。 しかし、

その反而視党節害名の教脊はもちろん、社ー会生活、職笈生活の上でも久く ことのでき

ない点字の問迎がともすれば経視されがちな傾向にあり ます。 この点から、あえて、1.’i.

字の問題をとりあげてみました。

なおまた、オブク コソの利用がすでに実践的研究の段階から、尖IIl化の時代に入り 、

カクカナ、ひらがなはもちろん、痰字のよみとりの問題；こまで進んできましたので、

オプタコンによる執字よみとりの指荘の実際を紹介することといたしました。

なお、連載しておりました大沼玲子先生訳の ＂自立のために＂ぱ都合により本号ぱ

休戟させていただきました。次号では従i]ij通り掲賊を予走しております。

（松井新二郎）
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